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新
し
い
風
は
淀
ん

だ
空
気
を
振
り
払

う
。
２
０
０
９
年
、

国
政
で
は
大
き
な
風

が
吹
い
た
。
そ
れ
ま

で
の
閉
塞
し
た
自
民
党
政
権
を
打

ち
破
っ
て
の
民
主
党
政
権
の
誕
生

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
自
民
党
の

構
造
改
革
路
線
に
嫌
気
が
さ
し
た

国
民
が
Ｎ
ｏ
を
突
き
つ
け
た
▼
民

主
党
の
も
と
で
高
校
教
育
無
償
化

や
、
子
ど
も
手
当
て
の
創
設
な
ど

が
実
現
し
、
自
民
党
政
権
下
で
隠

蔽
さ
れ
続
け
ら
れ
た
日
米
核
密
約

の
存
在
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一

方
で
消
費
増
税
決
定
や
基
地
問
題

で
の
迷
走
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
今
も

よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
現

在
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
成
果

や
問
題
点
に
つ
い
て
、
検
証
や
総

括
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
日
本
人
の
特
性
な
の
か
▼

さ
て
兵
庫
県
知
事
選
挙
。
20
年
に

も
わ
た
る
井
戸
知
事
の
も
と
、
県

政
の
空
気
は
淀
み
き
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
対
応
し
て

い
な
い
医
療
従
事
者
に
対
し
て

「
何
も
し
て
い
な
い
」
と
言
い
放

ち
、
慰
労
金
の
対
象
か
ら
外
そ
う

と
し
た
り
、
極
め
つ
き
は
ウ
チ
ワ

会
食
騒
動
で
あ
る
▼
兵
庫
県
で
は

50
年
以
上
、
知
事
選
で
は
副
知
事

か
ら
の
「
繰
り
上
が
り
」
が
続
い

て
い
る
。
井
戸
県
政
は
大
規
模
開

発
に
ば
か
り
注
力
し
、
県
下
の
福

祉
医
療
を
削
減
し
続
け
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
も
全
国
下
位
に
沈
む
。
県

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
井
戸
県
政

か
ら
の
転
換
を
求
め
る
声
が
多
数

を
占
め
る
。
前
県
政
を
「
評
価
す

る
」
と
し
た
候
補
者
た
ち
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
空
気
は
変
え
ら
れ
な

い
▼
県
知
事
選
は
低
投
票
率
が
続

く
が
、
民
主
主
義
国
家
を
名
乗
る

な
ら
ば
、
多
数
の
市
民
の
投
票
の

下
で
代
表
が
選
ば
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
投
票
所
へ
と
足
を
運
び
、

県
民
の
福
祉
充
実
の
県
政
と
い
う

新
し
い
風
を
吹
き
込
も
う 
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医師・歯科医師　　医師・歯科医師　　
　　　150人が賛同　　　150人が賛同

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

研
面
究 ８面診内研より
誤嚥性肺炎を深く正しく診る（下）

歯科医療の改善へ病院歯科懇談会と社保学習会

点数引き上げの重要性再確認点数引き上げの重要性再確認
　

歯
科
診
療
報
酬
の
改
善
へ
、
保
険
請
求
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
―

―
。
協
会
歯
科
部
会
は
６
月
、
歯
科
社
保
学
習
会
と
病
院
歯
科
向
け
に

懇
談
会
を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
45
人
、
16
人
が
参
加
し
た
。
病
院
歯
科
懇

談
会
の
翌
日
に
は
、
兵
庫
独
自
の
診
療
報
酬
改
善
要
望
を
厚
労
省
へ
要

請
し
た
。

　

甲
南
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔

外
科
の
古
土
井
春
吾
先
生
は
、
外

来
小
手
術
や
埋
伏
智
歯
抜
歯
な
ど

の
治
療
に
か
か
る
患
者
一
人
当
た

り
の
感
染
対
策
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ

計
算
し
、
感
染
対
策
費
用
や
技
術

料
が
低
く
、
赤
字
状
態
で
あ
る
と

指
摘
。
安
心
安
全
な
歯
科
治
療
の

た
め
に
は
「
歯
科
医
療
時
医
療
管

理
料
（
医
管
・
１
日
に
つ
き
45

点
）」
の
算
定
要
件
を
緩
和
す
べ

き
だ
と
し
た
。

　

議
論
で
は
、「
施
設
基
準
な
ど

条
件
を
つ
け
ず
に
歯
科
医
師
が
必

要
と
認
め
た
場
合
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
費
用
が
算
定
で
き
る
よ
う
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
」、「
歯
科
に

は
ト
リ
ア
ー
ジ
の
点
数
が
な
い
こ

と
は
問
題
」「
一
部
の
新
聞
や
ネ

ッ
ト
で
の
報
道
に
よ
り
歯
科
で
の

大
幅
な
受
診
抑
制
が
起
こ
っ
た
。

歯
科
受
診
時
の
感
染
リ
ス
ク
は
低

い
と
い
う
事
実
を
伝
え
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
意
見
交
換
。
全
体
を

通
じ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
歯
科
に
求

め
ら
れ
る
万
全
な
感
染
対
策
に
見

合
っ
た
コ
ス
ト
を
見
直
し
て
診
療

報
酬
を
設
定
す
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

６
月
13
日
に
は
、
開
業
歯
科
医

師
向
け
に
第
２
回
歯
科
社
保
学
習

会
を
開
催
し
、
45
人
が
参
加
。

「
基
本
診
療
料
」「
医
学
管
理
」

に
つ
い
て
、
川
村
雅
之
副
理
事

長
、
多
田
和
彦
評
議
員
が
解
説

し
、
96
％
に
達
し
た
「
歯
初
診
」

の
施
設
基
準
は
廃
止
し
基
本
診
療

料
は
大
幅
引
き
上
げ
す
べ
き
こ
と

等
を
強
調
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、「
歯
管
の
文
書
提
供
は
加
算

点
数
だ
が
、
時
間
が
取
ら
れ
る
の

に
10
点
だ
け
だ
。
出
さ
な
く
て
も

良
い
か
」
の
質
問
に
、「
管
理
内

容
の
要
点
の
カ
ル
テ
記
載
が
必
要

だ
が
、
と
く
に
初
回
は
記
載
す
べ

き
内
容
が
多
く
文
書
提
供
し
た
方

が
良
い
の
で
は
」
と
の
回
答
が
さ

れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
分
か
り

や
す
い
ス
ラ
イ
ド
で
の
解
説
と
資

料
は
、
役
に
立
ち
見
返
し
て
い
ま

す
。
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い

た
だ
き
助
か
り
ま
し
た
」
な
ど
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

厚
労
省
へ
た
だ
ち
に
要
請

　

兵
庫
か
ら
の
歯
科
診
療
報
酬
改

善
要
望
は
、
病
院
歯
科
の
独
自
要

望
を
含
め
、
６
月
24
日
の
保
団
連

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
歯
科
診
療
報
酬
改

善
厚
労
省
要
請
で
、
川
村
先
生
が

厚
労
省
に
提
出
し
た
。

　

協
会
は
４
月
１
日
か
ら
の
３
カ

月
、「
春
の
組
織
強
化
月
間
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
６
月
末
ま
で

に
83
人
の
入
会
を
得
て
、
今
年
も

過
去
最
高
の
会
員
数
を
更
新
。
７

６
５
３
人
に
到
達
し
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
織
強
化
月
間
中
は
、
感
染
対

策
に
万
全
を
期
し
て
の
、
新
規
開

業
医
研
究
会
や
開
業
実
現
セ
ミ
ナ

ー
、
リ
モ
ー
ト
参
加
を
取
り
入
れ

た
臨
床
研
究
会
の
開
催
、
さ
ら
に

保
険
請
求
や
審
査
指
導
の
相
談
、

案
が
成
立
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
で
、
医
療
・
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
患
者
を
医

療
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
な
政
策
を
行

う
政
党
の
支
持
す
る
候
補
で
は
な

く
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
を
実
現
す

る
金
田
候
補
を
知
事
に
し
よ
う
」
と

訴
え
た
。

　

兵
庫
県
知
事
選
挙
が
７
月
１
日
に

告
示
さ
れ
、
協
会
が
支
持
推
薦
す
る

金
田
峰
生
候
補
は
告
示
日
に
、
元
町

駅
前
で
第
一
声
。
検
査
数
と
病
床
数

拡
大
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
抗
で
き
る

医
療
提
供
体
制
拡
充
を
実
現
す
る
と

訴
え
た
。

　

告
示
日
の
昼
に
は
武
村
義
人
副
理

事
長
が
生
田
診
療
所
前
で
、
７
日
に

は
樫
林
義
雄
理
事
が
朝
霧
駅
前
で
、

10
日
に
は
口
分
田
真
副
理
事
長
が
元

町
・
大
丸
前
で
金
田
候
補
の
応
援
演

説
を
行
っ
た
。

　

武
村
先
生
は
「
先
の
国
会
で
、
自

民
・
公
明
・
維
新
の
賛
成
で
、
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
を
２
割
化
す
る
法

補
助
金
・
支
援
金
制
度
に
関
す
る

迅
速
な
情
報
提
供
や
電
話
相
談
対

応
、
共
済
各
制
度
な
ど
の
多
彩
で

魅
力
的
な
協
会
事
業
が
入
会
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
歯
科
で
は
、
施

設
基
準
届
出
要
件
に
対
応
し
た
研

修
会
が
引
き
続
き
好
評
で
、
多
く

の
入
会
を
得
ま
し
た
。

　

病
院
勤
務
医
へ
の
入
会
の
呼
び

か
け
と
し
て
、
院
内
で
の
入
会
案

内
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
勤
務
医
ニ

ュ
ー
ス
、
共
済
制
度
の
案
内
資
料

の
配
布
に
、
県
下
の
多
く
の
病
院

医
療
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
の
紹
介
に
よ
り
、
協
会
の
優
良

な
３
大
共
済
制
度
や
損
保
商
品
等

へ
の
加
入
希
望
な
ど
に
よ
り
、
ご

子
息
や
勤
務
医
の
入
会
者
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
協
会
は
会

員
の
要
望
や
窮
状
の
声
に
こ
た

え
、
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填
を

求
め
る
取
り
組
み
や
、
コ
ロ
ナ
患

者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
診
療
報

酬
上
の
取
り
扱
い
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
対
応
等
に
つ
い
て
、

政
府
や
国
会
議
員
へ
要
請
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
現
場

で
不
足
し
た
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
の
確
保

と
斡
旋
に
も
機
敏
に
対
応
し
、
ご

好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
会
は
、「
頼
り
に
な
り
役
に

立
つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
す
る
協

会
」
活
動
を
展
開
し
、
開
業
保
険

医
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
地
域

住
民
と
も
力
を
あ
わ
せ
社
会
保
障

・
地
域
医
療
の
充
実
に
力
を
つ
く

し
ま
す
。
先
生
方
の
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

金田峰生氏とともに県民医療を守り
 充実させるアピールに

７月18日 兵庫県知事選投開票７月18日 兵庫県知事選投開票

賛同一覧は５面に掲載

金田候補を激励する樫林理事（上写真
左端）と武村副理事長（下写真右） 　

45
人
が
参
加
し
た
歯
科
社
保
学
習
会
で
算
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説　
　
　
　
　

春
の
組
織
強
化
月
間
終
了

会
員
数
過
去
最
高
更
新 

７
６
５
０
人
超
に

兵庫県知事選挙７.１告示

協会役員が金田候補激励

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

　会員投稿「投票に行こう」 ３面
　政策座談会 ４～５面

県知事選挙特集

医療・福祉の充実へ県政の転換を！

　

６
月
23
日
に
開
催
し
た
第
７
回

病
院
歯
科
懇
談
会
「
病
院
歯
科
で

の
保
険
請
求
に
つ
い
て
『
要
改

善
』『
不
合
理
』
事
例
の
交
流
」

に
は
、
県
内
の
10
の
病
院
歯
科
か

ら
16
人
（
来
場
４
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

12
人
）
が
参
加
。
足
立
了
平
副
理

事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
事
前
に
取
り
組
ん
だ
病
院
歯

科
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

病
院
歯
科
と
し
て
の
診
療
報
酬
改

善
要
望
に
つ
い
て
後
出
血
処
置
や

同
一
術
野
の
問
題
点
な
ど

を
紹
介
し
た
。
川
村
雅
之

副
理
事
長
が
、
２
０
２
０

年
歯
科
診
療
報
酬
改
定
の

ポ
イ
ン
ト
と
歯
周
病
治
療

の
流
れ
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ

ー
西
市
民
病
院
歯
科
口
腔

外
科
の
西
田
哲
也
先
生
か

ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
患
者

自
身
が
受
診
を
控
え
た
こ

と
や
、
病
院
歯
科
と
し
て

処
置
を
延
期
し
た
ケ
ー

ス
、
２
週
間
の
体
調
確
認

後
の
受
診
予
約
に
シ
ス
テ

ム
を
変
更
し
た
こ
と
で
の

患
者
減
や
収
入
減
、
Ｐ
Ｐ

Ｅ
の
大
幅
な
値
上
げ
な
ど

で
、
診
療
報
酬
の
上
乗
せ

が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

今
年
も

　協会は兵庫県知事選挙にあたり、金田峰生候
補と政策協定を結び、支持推薦しています。７
月12日現在150人が、「金田峰生氏とともに県民
医療を守り充実させるアピール」に賛同してい
ます。県民医療を守る県政の実現へ、スタッフ
や患者さんへぜひお広めください。
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神
戸
市
と
三
田
市
は
「
第
１
回

北
神
・
三
田
地
域
の
急
性
期
医
療

　

今
回
の
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
署
名
」

は
、
患
者
さ
ん
の
願
い
に
合
致

し
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
積
極

的
に
患
者
さ
ん
に
声
を
か
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
塚
市
で
開
業
し
て
い
る
歯

科
医
師
と
し
て
、
地
域
の
人
々

の
健
口
を
守
り
、
健
康
寿
命
を

伸
ば
す
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

常
々
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
院

の
周
辺
は
ご
高
齢
の
方
が
多

く
、
窓
口
負
担
の
増
加
に
よ
る

影
響
は
切
実
で
す
。
次
回
来
院

時
の
支
払
額
を
教
え
て
ほ
し
い

と
お
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
も
増

え
、
経
済
的
に
余
裕
が
な
く
て

受
診
抑
制
を
さ
れ
て
い
る
方
も

の
確
保
に
関
す
る
検
討
会
」
を
６

月
４
日
に
開
催
し
、
北
区
の
済
生

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
教
訓
か
ら
病
院
の
役
割
を

見
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
。
コ
ロ

ナ
禍
は
、
経
済
格
差
や
健
康
格
差

な
ど
の
社
会
的
な
格
差
と
、
政
府

の
医
療
費
抑
制
政
策
の
問
題
点
を

顕
在
化
さ
せ
た
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
４
波
で
は
、
医
療

崩
壊
が
各
地
で
起
こ
っ
た
と
紹

介
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
感
染
力
が
非

常
に
強
く
、
無
症
状
感
染
も
あ
る

上
、
発
症
ス
ピ
ー
ド
に
差
が
あ

り
、
最
初
の
発
症
か
ら
の
対
応
ス

ピ
ー
ド
が
重
要
だ
と
語
っ
た
。
そ

し
て
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
に
は
、
事

実
を
科
学
的
に
捉
え
る
為
政
者
の

構
え
と
と
も
に
、
地
域
医
療
構
想

の
見
直
し
や
医
師
・
看
護
師
・
保

健
師
の
増
員
、
公
衆
衛
生
と
地
域

医
療
の
臨
時
的
な
一
体
的
シ
ス
テ

ム
の
確
立
な
ど
が
必
要
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
公
立
・
公
的
病
院
は

不
採
算
で
民
間
が
担
う
こ
と
が
難

し
い
医
療
を
担
う
の
が
役
割
だ

が
、
医
療
費
抑
制
を
目
的
と
す
る

政
府
の
も
と
、
病
床
削
減
・
効
率

化
一
辺
倒
で
医
療
供
給
体
制
の
政

策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
も
、
兵
庫
県
は
特
に
政
府
の
方

針
に
忠
実
に
従
い
、
病
院
の
統
廃

合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
紹
介
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー

化
す
る
と
広
域
に
わ
た
り
医
療
機

能
の
低
下
を
招
く
こ
と
、
災
害
な

ど
の
医
療
需
要
急
増
時
の
脆
弱
性

が
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
に
加
え
、
患
者
か
ら
の
近
接

性
が
失
わ
れ
健
康
格
差
が
生
ま
れ

る
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
し
た
。

　

住
民
運
動
の
方
向
性
と
し
て
、

対
象
と
な
っ
て
い
る
病
院
を
励
ま

し
、
利
便
性
だ
け
で
な
く
よ
り
充

実
し
た
地
域
医
療
の
た
め
の
政

策
、
コ
ロ
ナ
の
総
括
を
受
け
て
ど

れ
く
ら
い
の
病
床
や
医
療
ニ
ー
ズ

が
必
要
な
の
か
を
行
政
に
問
う
て

い
く
こ
と
が
一
番
大
事
で
あ
り
、

会
兵
庫
県
病
院
と
三

田
市
民
病
院
の
あ
り

方
と
再
編
統
合
へ
向

け
た
議
論
を
開
始
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、

地
域
住
民
ら
で
つ
く

る
「
済
生
会
兵
庫
県

病
院
の
存
続
・
充
実

を
求
め
る
会
」
と

「
三
田
市
民
病
院
を

ま
も
る
会
」
は
６
月

27
日
、
北
区
内
で
講

演
会
＆
報
告
集
会
を

開
催
。
北
区
・
三
田

市
・
西
宮
市
な
ど
か

ら
市
民
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　

藤
末
衛
先
生
（
神

再
編
統
合
へ
議
論
開
始

再
編
統
合
へ
議
論
開
始

公的・公立病院の役割の重要性を語る藤末先生診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
が
重
要
と
語
る
鈴
木
先
生

済
生
会
兵
庫
県
病
院
と
三
田
市
民
病
院

地
域
住
民
が
講
演
会
＆
報
告
集
会

根
本
的
な
医
師
・
看
護
師
確
保
の

運
動
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
重

要
と
の
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、

済
生
会
兵
庫
県
病
院
が
行
っ
て
い

る
無
料
定
額
診
療
は
、
健
康
格
差

を
助
長
し
な
い
た
め
の
担
保
で
あ

り
、
こ
の
維
持
が
重
要
と
し
た
。

　

兵
庫
の
地
域
医
療
を
守
る
会
の

今
西
清
氏
が
、
第
１
回
検
討
委
員

会
の
内
容
を
報
告
。
両
病
院
か
ら

経
営
が
苦
し
い
こ
と
、
医
師
確
保

が
難
し
い
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、

４
０
０
床
規
模
の
病
院
が
必
要
と

の
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
、
来
年
３

月
に
は
報
告
書
案
を
ま
と
め
る
予

定
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
重
要
な

の
は
、
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
聴

く
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
果
た
し

た
両
病
院
の
役
割
も
検
証
し
、
地

域
に
必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
る

医
療
提
供
体
制
の
在
り
方
を
科
学

的
に
調
査
し
、
民
主
的
な
報
告
書

の
作
成
で
あ
る
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
検
討
委
員
会

は
あ
ま
り
に
唐
突
。
済
生
会
病
院

で
は
現
在
、
再
編
統
合
は
遠
い
将

来
の
こ
と
と
張
り
紙
が
さ
れ
て
い

る
」「
市
民
病
院
が
な
く
な
る
こ

と
を
非
常
に
心
配
し
て
い
る
」
と

の
声
や
、
西
宮
市
民
か
ら
は
「
西

宮
北
部
の
市
民
に
と
っ
て
も
両
病

院
は
重
要
で
あ
り
、
協
議
に
西
宮

市
も
参
加
す
べ
き
。
現
在
、
市
議

会
に
陳
情
を
提
出
し
て
い
る
」
と

の
発
言
も
あ
っ
た
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

福
田　

泰
久
先
生

東
灘
区　

皮
・
泌
・
性
科

３
月
12
日 

享
年
82
歳

田
熊　

瑩
暉
先
生

中
央
区　

整
形
外
科

６
月
25
日 

享
年
77
歳

三
宅　

博
文
先
生

北
区　

耳
鼻
咽
喉
科

６
月
８
日 

享
年
59
歳

多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
医
科
の
医
療
機
関
で

は
、
患
者
さ
ん
の
命
に
関
わ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
受

診
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

署
名
項
目
に
あ
る
よ
う
に
、
歯

科
の
保
険
範
囲
が
広
が
る
こ
と

も
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
介
護
施
設
の
入
所
者
へ

の
訪
問
診
療
も
し
て
い
ま
す

が
、
職
員
の
方
々
は
と
て
も
忙

し
そ
う
で
す
。
介
護
報
酬
を
引

き
上
げ
て
、
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

医
療
と
介
護
を
よ
く
す
る
た

め
に
、
微
力
で
す
が
患
者
さ
ん

の
声
を
国
に
届
け
る
よ
う
協
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宝塚市　　鈴木　茂人先生

保険でより良い歯科医療を求める署名　インタビュー

要請内容は
　　患者さんの願いに合致

「保険でより良い歯科医療」を求める署名にご協力を
　協会は、医科・歯科一体で「保険でより良い歯科医療を求める
請願署名」に取り組んでいます。患者窓口負担割合の引き下げや
歯科医療費総枠の拡大を求め
るもので、１万５千筆を目標
とし、毎月の国会要請行動な
どで提出します。医療制度の
改善と診療報酬プラス改定を
勝ち取るために、署名にご協
力ください。
　署名付ポケットティッシュ
等のグッズ（無料）もご用意
しております。署名用紙・グ
ッズのご注文は、☎078－393
－1809まで

◀
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る

署
名
用
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　　　名　　選任母体　　再・新任
理　事　長 １人
西山　裕康　　明　　石　　再（64）
副 理 事 長 12人
多田　　梢　　西宮・芦屋　　再（83）
口分田　真　　神　　戸　　再（64）
森岡　芳雄　　神　　戸　　再（65）
武村　義人　　神　　戸　　再（68）
近重　民雄　　神　　戸　　再（68）
宮武　博明　　神　　戸　　再（70）
吉岡　　巌　　明　　石　　再（81）
川村　雅之　　歯　　科　　再（62）
川西　敏雄　　歯　　科　　再（70）
加藤　擁一　　歯　　科　　再（67）
足立　了平　　歯　　科　　再（67）
白岩　一心　　歯　　科　　新（56）
理　　　事 41人
木村　祐子　　尼　　崎　　新（46）
小泉　民雄　　尼　　崎　　新（66）

西原　弘道　　尼　　崎　　再（60）
綿谷　茂樹　　尼　　崎　　再（64）
澤村　　新　　北 阪 神　　再（66）
脇野　耕一　　北 阪 神　　再（71）
林　　宗茂　　北 阪 神　　再（71）
伊賀　幹二　　西宮・芦屋　　再（68）
法貴　　憲　　西宮・芦屋　　再（74）
村上　　博　　西宮・芦屋　　再（60）
小林　重行　　神　　戸　　再（64）
水間　美宏　　神　　戸　　再（66）
岡本　好司　　神　　戸　　再（91）
郷地　秀夫　　神　　戸　　再（73）
小西　達也　　神　　戸　　再（58）
田中　孝明　　神　　戸　　再（62）
水守　彰一　　神　　戸　　再（77）
池本　恒彦　　明　　石　　再（68）
西村　正二　　加古川・高砂　　再（72）
柏木　有二　　北　　播　　再（72）
田渕　　光　　北　　播　　再（67）

木原　章雄　　北　　播　　再（46）
石橋　悦次　　姫路・西播　　再（66）
北村　アキ　　姫路・西播　　新（43）
正木　茂博　　姫路・西播　　再（71）
清水　映二　　姫路・西播　　再（70）
高森　信岳　　姫路・西播　　再（55）
谷垣　正人　　但　　馬　　再（71）
藤井　高雄　　但　　馬　　再（69）
松井　祥治　　淡　　路　　再（65）
橋田　友孝　　淡　　路　　再（72）
高島　俊永　　歯　　科　　新（63）
多田　和彦　　歯　　科　　新（40）
加藤　隆久　　歯　　科　　再（71）
鈴田　明彦　　歯　　科　　再（64）
坂口　智計　　歯　　科　　新（52）
樫林　義雄　　歯　　科　　再（73）
幸田　雄策　　歯　　科　　新（69）
横田　裕一　　歯　　科　　再（70）
小松　盛樹　　歯　　科　　再（64）
中西　　透　　歯　　科　　再（67）
監　　　事 ３人
中井　通治　　北 阪 神　　再（74）
吉川　信嘉　　神　　戸　　再（78）
永本　　浩　　明　　石　　再（75）

議　　　長 １人
三根　一乗　　淡　　路　　再（82）
副　議　長 ２人
藤末　　衛　　神　　戸　　再（62）
高田　　裕　　淡　　路　　再（71）
事 務 局 長
藤田　誠治　　事 務 局　　再（53）
顧　　　問
林田　英隆　　西宮・芦屋　　再（78）
広川　恵一　　西宮・芦屋　　再（70）
宮﨑　義彦　　西宮・芦屋　　新（73）
森下　敬司　　西宮・芦屋　　再（89）
幸原　　久　　西宮・芦屋　　再（95）
落合　愛子　　歯　　科　　再（78）
小野　耕二　　歯　　科　　再（74）
参　　　与
北井　　明　　西宮・芦屋　　新（77）
下浦　範輔　　加古川・高砂　　再（86）
岡部桂一郎　　加古川・高砂　　新（83）
高見　啓二　　北摂・丹波　　再（88）
森下　順彦　　北摂・丹波　　新（74）
新田　　誠　　但　　馬　　新（91）

第53回総会で承認された協会役員第53回総会で承認された協会役員
（任期2021年６月～2023年５月）

（括弧内数字は2021年６月１日現在の年齢）

戸
健
康
共
和
会
理
事

長
、
兵
庫
県
保
険
医

協
会
副
議
長
）
が

「
コ
ロ
ナ
禍
と
公
立

・
公
的
病
院
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
藤
末
先
生
は
、
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特

集

特

集

2021年2021年
県知事選県知事選医

療
の
立
て
直
し

で
き
る
人
を
新
知
事
に

懲
り
て
る
人
々

健
康
や
命
の
尊
さ
に

基
づ
い
た
安
全
保
障
を

医
療
政
策
を
見
て

投
票
に
行
こ
う

県
民
に
と
っ
て
重
大
な
選
挙

県
政
に
新
風
を

 

尼
崎
市　
　

小
泉　

民
雄

 

宝
塚
市
・
歯
科　
　

高
島　

俊
永

 

西
宮
市　
　

上
田　

進
久

 

尼
崎
市　
　

綿
谷　

茂
樹

 

小
野
市
・
歯
科　
　

幸
田　

雄
策

 

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

　

今
回
の
県
知
事
選
挙
の
争
点
の

一
つ
は
、
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
混
乱
し
た
医
療
の
立
て

直
し
と
、
新
た
な
医
療
シ
ス
テ
ム

の
構
築
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

兵
庫
県
に
限
ら
ず
、
各
都
道
府

県
で
は
コ
ロ
ナ
患
者
さ
ん
の
処
遇

が
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
い
う
非
常
事
態
で
、
各

医
療
機
関
に
通
常
の
医
療
に
加
え

て
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
た
こ
と

が
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
効
率
化
を
図
る
と
い
う
名
目

で
各
地
の
保
健
所
や
公
的
病
院
の

統
廃
合
を
進
め
て
き
た
行
政
の
不

見
識
も
、
看
過
で
き
な
い
大
き
な

要
因
で
す
。

　

今
回
の
知
事
選
挙
で
は
自
民
党

は
分
裂
し
、
２
候
補
を
立
て
て
い

て
の
維
新
の
息
の
か
か
っ
た
元
官

僚
で
す
。

　

私
は
政
治
的
に
は
中
立
で
す

が
、
現
在
の
専
横
的
な
自
民
党
政

治
に
は
相
容
れ
な
い
も
の
を
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
共
産
党

の
推
す
金
田
峰
生
氏
は
、
保
険
医

協
会
と
も
十
分
な
連
携
を
取
る
こ

と
を
約
束
し
て
お
り
、
感
染
症
対

策
に
限
ら
ず
安
心
・
安
全
な
医
療

制
度
の
確
立
に
向
け
て
鋭
意
努
力

し
て
く
だ
さ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

兵
庫
県
民
が
最
終
的
に
ど
の
候

補
を
選
ぶ
の
か
は
私
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も

わ
れ
わ
れ
医
師
・
歯
科
医
師
は
、

県
民
に
正
し
い
医
療
を
提
供
で
き

る
施
策
を
打
て
る
人
物
を
選
ぼ
う

と
す
る
意
思
を
表
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

ま
す
が
、
ど
ち
ら
が
な
っ
て
も
自

民
党
が
支
配
で
き
る
体
制
を
取
ろ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
個
々
の
候
補
者
も
問
題
の
多

い
井
戸
県
政
の
後
継
者
で
あ
る
現

副
知
事
と
自
民
の
補
完
勢
力
と
し

　

私
た
ち
は
、
い
つ
の
間
に
か
死

者
の
数
に
鈍
感
に
な
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
っ
て
１
年
半
に

な
る
が
、
そ
の
対
応
は
迷
走
の
繰

り
返
し
で
、
ま
さ
か
の
医
療
破
綻

に
至
っ
た
。
ま
と
も
な
治
療
を
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
断
た
れ
た
命
の

無
念
さ
に
は
掛
け
る
言
葉
が
見
つ

か
ら
な
い
。
感
染
対
策
の
甘
さ
は

五
輪
開
催
に
ま
で
及
び
、
露
呈
し

た
主
体
性
の
な
さ
に
つ
い
て
は
、

せ
め
て
三
流
国
と
揶
揄
さ
れ
な
い

よ
う
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

さ
て
、
兵
庫
県
の
危
機
管
理
対

応
は
い
か
が
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
危
機
管
理
に
お
い
て
は
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
て
対
応
す
る
と

い
う
「
予
防
原
則
」
が
基
本
と
な

る
。「
鯛
は
頭
か
ら
腐
る
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
長
期
政
権
に
よ

る
慢
心
と
鈍
感
な
危
機
意
識
で

は
、
県
民
の
安
全
確
保
は
お
ぼ
つ

か
な
い
。
今
こ
そ
新
風
を
入
れ
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
姿
を
見
た
い

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
兵
庫
県
に
と
っ
て
重
要
な

こ
と
が
、
う
や
む
や
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
曝

露
に
よ
る
被
害
者
の
実
態
調
査
で

あ
る
。
街
中
が
解
体
現
場
の
よ
う

に
な
り
、
大
量
の
粉
塵
に
混
じ
っ

て
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
、
街
全

体
が
曝
露
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
震
災
直
後
に
行
わ
れ

た
ア
ス
ベ
ス
ト
測
定
調
査
報
告
を

再
検
討
し
て
、
曝
露
に
よ
る
健
康

リ
ス
ク
が
数
十
倍
も
低
く
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

（https://www.jstage.jst.go.
jp/article/jph/67/8/67_19-
118/_article/-char/ja/

）。

　

潜
伏
期
か
ら
考
え
て
、
今
後
の

被
害
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
検
診
を
受
け
る
な
ど
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
自
治
体
に
望
む
こ

と
は
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
い
て

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
を
再

評
価
す
る
こ
と
で
あ
り
、
住
民
に

向
け
て
の
注
意
喚
起
と
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
し
て
の
検
診
体
制
の
構
築

で
あ
る
。

　

改
め
て
、
健
康
や
人
命
の
尊
さ

　

間
近
に
迫
っ
た
兵
庫
県
知
事
選

挙
の
争
点
は
何
で
し
ょ
う
。

　

わ
た
く
し
た
ち
医
療
系
職
員
に

と
っ
て
大
切
な
の
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
を
含
め
た
医
療
政
策
が
、

き
ち
ん
と
市
民
の
ほ
う
を
向
い
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

井
戸
知
事
は
ど
う
だ
っ
た
で
し

ょ
う
？　

ハ
バ
タ
ン
の
ウ
チ
ワ
を

作
っ
た
り
、
知
事
公
用
車
に
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
を
導
入
し
た
り
、
無
駄

な
支
出
を
す
る
。
一
方
で
は
、
コ

ロ
ナ
を
直
接
診
て
い
な
い
医
療
機

関
に
は
助
成
金
は
払
わ
な
い
な
ど

と
言
っ
た
り
。
ま
た
公
立
病
院
統

廃
合
を
進
め
、
地
域
医
療
崩
壊
を

招
き
ま
し
た
。
そ
の
井
戸
県
政
を

引
き
継
い
で
い
く
と
表
明
さ
れ
て

い
る
の
が
金
澤
和
夫
氏
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
県
医
師
連
盟
か

ら
、
先
日
文
書
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
文
書
の
な
か
で
、
県
医

師
連
盟
の
松
本
卓
委
員
長
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
大
阪

を
医
療
崩
壊
に
陥
れ
た
の
は
ま
さ

に
橋
下
、
吉
村
の
医
療
政
策
の
失

敗
で
あ
る
。
彼
ら
の
や
っ
た
身
を

切
る
改
革
は
住
吉
市
民
病
院
の
廃

止
、
保
健
所
の
削
減
、
公
立
病
院

の
医
療
従
事
者
の
削
減
、
看
護
学

校
の
閉
鎖
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
行
き
過
ぎ
た

政
策
が
大
阪
を
医
療
崩
壊
に
導
い

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
兵
庫
県

医
師
連
盟
は
『
維
新
の
医
療
政
策

と
は
相
い
れ
な
い
』
こ
と
だ
け
は

明
記
し
て
お
く
。
兵
庫
県
医
師
連

盟
は
金
澤
和
夫
氏
、
齋
藤
元
彦
氏

の
両
名
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
推

薦
依
頼
を
ど
ち
ら
も
可
と
せ
ず
、

両
者
と
も
推
薦
し
な
い
こ
と
を
決

定
し
た
。
こ
の
知
事
選
挙
が
兵
庫

県
の
命
運
を
左
右
す
る
極
め
て
重

要
な
選
挙
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
棄
権
す
る
こ
と

な
く
投
票
行
動
を
全
う
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
」。

　

今
回
の
候
補
者
の
中
で
、
医
療

政
策
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
保

健
所
を
増
や
す
と
明
言
さ
れ
て
い

る
の
は
金
田
峰
生
さ
ん
だ
け
で

す
。
さ
あ
、
市
民
の
一
番
の
課
題

で
あ
る
医
療
問
題
を
し
っ
か
り
考

え
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
18
日
投
開
票
の
兵
庫
県
知

事
選
挙
で
、
新
知
事
が
誕
生
す

る
。

　

選
挙
の
主
役
は
県
民
で
あ
り
、

今
ま
で
の
県
政
は
こ
れ
で
良
か
っ

た
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
兵
庫
県
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
魅
力
あ
る
県

と
な
っ
て
人
口
増
加
や
産
業
発
展

自
粛
や
ワ
ク
チ
ン
一
辺
倒
の
政
策

だ
け
を
や
り
続
け
て
、
果
た
し
て

県
民
の
生
活
は
守
ら
れ
て
い
る
の

か
。
県
民
の
声
や
思
い
を
県
政
に

反
映
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

候
補
者
は
５
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
紹
介
す
る
。

①
前
大
阪
府
財
政
課
長
の
齋
藤
元

彦
氏
（
43
）
＝
自
民
、
維
新
推
薦

　

潜
在
看
護
師
活
用
の
人
材
バ
ン

ク
の
創
設
、
失
業
後
の
再
雇
用
の

仕
組
み
の
構
築

②
元
県
議
の
金
田
峰
生
氏
（
55
）

に
つ
な
げ
、
税
収
を
自
然
増
に
導

き
、
県
民
が
最
大
限
の
幸
せ
を
得

る
に
は
ど
ん
な
県
政
が
必
要
な
の

か
を
、
今
一
度
真
剣
に
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も
待
っ

た
な
し
。
た
だ
中
央
政
府
の
政
策

に
従
う
だ
け
の
メ
リ
ハ
リ
の
な
い

＝
共
産
推
薦　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡

充
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
や
中
小

事
業
者
・
労
働
者
へ
の
補
償
の
充

実③
前
県
副
知
事
の
金
澤
和
夫
氏

（
64
）　

兵
庫
県
版
疾
病
予
防
管

理
セ
ン
タ
ー
の
創
設
、
困
窮
大
学

生
へ
の
生
活
支
援
制
度
の
創
設

④
元
加
西
市
長
の
中
川
暢
三
氏

（
65
）　

既
存
医
薬
品
も
含
め
有

効
な
薬
を
早
期
に
使
え
る
よ
う
に

国
に
働
き
か
け
る
、
ワ
ク
チ
ン
は

任
意
接
種
と
し
、
感
染
症
分
類
を

　

20
年
ぶ
り
の
新
人
同
士
の
選
挙

戦
で
っ
せ
！　

兵
庫
で
は
副
知
事

が
知
事
に
な
る
こ
と
、
半
世
紀
も

続
き
ま
し
た
な
ぁ
〜
。
今
回
も
65

歳
の
金
澤
和
夫
前
副
知
事
が
出
馬

し
て
ま
ん
ね
ん
。
い
つ
ま
で
も
総

務
省
の
出
先
機
関
で
え
え
ん
で
っ

か
？　

長
期
政
権
が
腐
敗
、
堕
落

す
る
の
は
歴
史
の
鉄
則
。
三
代
世

襲
の
某
国
と
同
じ
で
は
お
ま
へ
ん

か
？　

時
代
変
化
に
対
応
で
き

ず
、
政
策
が
膠
着
し
ま
っ
せ
。

　

二
分
し
た
自
民
に
維
新
が
乗
っ

か
り
、
元
加
西
市
長
も
出
馬
、
協

会
が
支
持
推
薦
す
る
金
田
峰
生
氏

も
加
え
、
関か

ん

尹い
ん

子し

の
三
竦す

く

み
な
ら

ぬ
四
竦
み
と
な
っ
て
ま
ん
ね
ん
。

与
党
が
分
裂
し
た
今
回
、
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
。
３
０
０
０
年
に

一
度
、
優う

曇ど
ん

華げ

の
華
が
咲
く
こ
の

時
、
転て

ん

輪り
ん

聖じ
ょ
う

王お
う

の
出
現
だ
。
自
民

分
裂
の
漁
夫
の
利
、
否
、
呂り

ょ

不ふ

韋い

の
伝
の
奇
貨
居
く
べ
く
、
金
田
峰

生
氏
を
推
挙
し
ま
へ
ん
か
。

　

氏
は
県
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
第
一
と
考
え
、
大
企
業
に
阿

お
も
ね
る

今
の
政
治
を
止
め
さ
せ
る
と
言
う

て
は
り
ま
す
。
行
財
政
改
革
の
名

で
医
療
福
祉
を
削
る
政
治
を
変
え

よ
う
で
は
お
ま
へ
ん
か
！

　

願
わ
く
ば
こ
の
選
挙
が
わ
れ
わ

れ
の
望
む
社
会
へ
の
分
水
嶺
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
で
ん
な
ぁ
。
そ

れ
に
は
ま
ず
清
き
一
票
を
頼
ん
ま

っ
せ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
日
、
新
し

い
風
を
入
れ
て
換
気
せ
な
あ
き
ま

へ
ん
で
ぇ
〜
。

　

総
会
で
の
一
コ
マ
。

Ａ
「
よ
お
、
久
し
ぶ
り
。
先
生

元
気
や
っ
た
？
」

Ｂ
「
お
お
！　

久
し
ぶ
り
。
コ

ロ
ナ
で
な
か
な
か
会
え
な
い
ね
」

Ａ
「
全
然
呑
み
に
も
行
け
な
い

か
ら
ね
」

Ｂ
「
と
こ
ろ
で
、
今
度
の
県
知

事
選
ど
う
す
る
？　

コ
ロ
ナ
だ

け
ど
行
く
？
」

Ａ
「
絶
対
行
く
よ
！　

だ
っ

て
、
現
知
事
は
去
年
、
僕
ら
の

慰
労
金
を
勝
手
に
い
ら
ん
と
言

っ
た
奴
や
で
。
腹
た
つ
や
ん
」

Ｂ
「
あ
あ
ー
！　

あ
の
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
知
事
か
！　

そ
ん
な
に

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
が
良
い
の
な

ら
、
僕
ら
の
往
診
車
に
も
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
税
務
署
認
め
て
ほ
し

い
な
あ
」

Ａ
「
自
分
の
こ
と
上
級
国
民
思

っ
て
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ア

ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
言
っ
て

る
。
今
大
事
な
の
は
県
民
フ
ァ

ー
ス
ト
や
ろ
！　

だ
い
た
い
ア

ス
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
っ
て
言

っ
て
る
奴
、
信
用
で
き
へ
ん
し
」

Ｂ
「
え
ら
い
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し

て
る
け
ど
、
ど
ん
な
候
補
者
出

る
の
？
」

Ａ
「
メ
イ
ン
は
４
人
や
な
。
ま

ず
は
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
知
事
の

子
分
の
副
知
事
。
一
緒
に
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
乗
っ
て
る
ん
ち
ゃ

う
？　

次
に
維
新
の
会
の
候
補
」

Ｂ
「
維
新
い
う
た
ら
、
あ
の
サ

ウ
ナ
市
長
の
党
か
！　

維
新
と

公
明
が
不
信
任
案
阻
止
し
て
た

な
。
兵
庫
県
庁
に
も
サ
ウ
ナ
置

く
か
も
ね
」

Ａ
「
維
新
は
不
祥
事
ば
っ
か

り
。
衆
議
院
議
員
の
公
設
秘
書

が
殺
人
未
遂
容
疑
で
逮
捕
。
愛

知
リ
コ
ー
ル
問
題
の
事
務
局
長

逮
捕
。
衆
議
院
議
員
が
公
選
法

違
反
容
疑
で
書
類
送
検
。
別
の

衆
議
院
議
員
も
Ｉ
Ｒ
で
現
金
受

領
。
ま
た
別
の
衆
議
院
議
員
も

北
方
領
土
訪
問
時
に
ひ
ど
い
言

動
。
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
す
る
」

Ｂ
「
そ
う
い
え
ば
、
大
阪
の
イ

ソ
ジ
ン
知
事
、
福
島
の
原
発
の

汚
染
水
大
阪
湾
に
流
す
か
も
と

言
っ
て
た
ね
。
兵
庫
県
知
事
も

維
新
に
な
っ
た
ら
、
ほ
ん
ま
に

流
し
よ
る
か
も
し
れ
ん
な
。
だ

い
た
い
大
阪
は
維
新
が
医
療
崩

壊
起
こ
さ
せ
た
ん
や
」

Ａ
「
次
に
、
元
加
西
市
の
市

長
。
人
の
話
聞
か
ん
と
い
ろ
い

ろ
強
引
に
決
め
て
た
り
し
て
評

判
が
悪
う
な
っ
て
、
市
長
選
に

落
選
し
た
み
た
い
。
最
後
に
、

保
険
医
協
会
と
政
策
協
定
し
て

い
る
候
補
者
」

Ｂ
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
は

左
右
の
対
立
で
は
な
く
、
上
下

の
対
立
に
な
る
と
思
う
わ
。
左

か
右
か
、
保
守
か
革
新
か
に
こ

だ
わ
る
昭
和
の
時
代
は
終
わ
っ

た
ね
。
マ
ス
コ
ミ
と
か
に
出
て

く
る
奴
ら
は
金
儲
け
の
た
め
に

出
て
き
て
、
左
右
煽
っ
て
る
だ

け
や
。
上
下
で
は
お
金
に
な
ら

な
い
ん
や
ね
」

Ａ
「
良
い
こ
と
い
う
ね
え
。
や

っ
ぱ
り
投
票
に
は
絶
対
に
行
か

な
あ
か
ん
わ
な
」

　

懲
り
て
る
人
々
の
時
代
が
来

る
の
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

引
き
下
げ
る
よ
う
国
に
要
請

⑤
会
社
経
営
の
服
部
修
氏
（
47
）

　

「
政
治
に
は
騒
動
を
終
わ
ら
せ

る
見
通
し
が
な
い
。
私
た
ち
の
生

活
が
破
綻
し
て
し
ま
う
」
と
批
判

　

一
般
紙
で
は
他
に
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
県
政
運
営
方
針
に
つ

い
て
の
各
候
補
の
政
策
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
新
知
事
さ
ん

に
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
は
民
主

主
義
の
観
点
か
ら
、
県
政
の
予
算

配
分
に
お
け
る
透
明
化
と
そ
れ
の

県
民
へ
の
発
信
で
あ
る
。

投
票
へ

　
　

 

行
こ
う
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に
基
づ
い
た
安
全
保
障
の
充
実
を

願
い
た
い
。
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７
月
18
日
投
開
票
の
兵
庫
県
知

事
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
政
策
部
で

は
こ
れ
ま
で
の
兵
庫
県
政
を
医
療

政
策
を
中
心
に
振
り
返
る
と
と
も

に
、
協
会
が
支
持
推
薦
す
る
金
田

峰
生
候
補
を
は
じ
め
、
主
要
な
候

補
の
公
約
等
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
司
会
は
加
藤
擁
一
政
策
部

長
。
参
加
者
は
西
山
裕
康
理
事

長
、
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両
副

理
事
長
、
水
間
美
宏
・
坂
口
智
計

両
理
事
。

全
国
的
に
み
て
も
不
十
分
な

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　

加
藤　

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
兵
庫
県
政
を
振
り
返

っ
て
い
き
た
い
。

　

武
村　

こ
の
間
の
兵
庫
県
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
は
他
の
都
道
府
県

に
比
べ
て
も
非
常
に
不
十
分
だ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
。
具
体
的
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
少
な
さ
、
確
保
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
患
者
用
の
病
床
の
少
な

さ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
ど
れ

を
と
っ
て
も
不
十
分
だ
と
思
う
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
、
高
齢
者

施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防

ぐ
た
め
に
、
定
期
的
な
検
査
を
行

う
よ
う
、
国
は
求
め
て
い
る
。
兵

庫
県
で
は
１
１
５
９
施
設
が
対
象

に
な
っ
た
が
、
５
月
下
旬
で
２
６

３
施
設
し
か
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
大
阪
府
は
１
４
５
０
施
設
を

対
象
に
２
週
間
ご
と
に
検
査
を
し

て
お
り
、
同
時
期
に
の
べ
１
８
４

６
施
設
に
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

兵
庫
県
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
て
い
た
他
の
９
都
府
県
に
比

べ
半
分
以
下
の
水
準
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
県
は
「
１
日
に
検
査
で

き
る
量
が
限
ら
れ
て
い
る
」
と
し

て
い
る
が
、
１
年
以
上
経
っ
て

も
、
他
の
都
道
府
県
の
よ
う
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
整
備
し
て
こ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

厚
労
省
の
担
当
官
か
ら
も
「
定
期

的
な
検
査
を
せ
ず
に
感
染
拡
大
を

防
止
で
き
る
の
か
」
と
言
わ
れ
る

始
末
だ
。

　

水
間　

さ
ら
に
病
床
確
保
に
つ

い
て
も
、
兵
庫
県
の
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
用
の
ベ
ッ
ド
は
人
口
10
万
人

当
た
り
21
・
３
床
で
全
国
平
均
の

30
床
に
及
ば
な
い
水
準
だ
。
全
国

平
均
ま
で
整
備
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
さ
ら
に
４
９
０
床
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
計
算
に
な
る
（
図

１
）。
重
症
者
用
の
ベ
ッ
ド
も
同

様
で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
全

国
平
均
が
３
・
５
床
な
の
に
対

し
、
兵
庫
県
で
は
２
・
５
床
し
か

な
い
（
図
２
）。
こ
う
し
た
状
況

が
第
４
波
に
お
け
る
悲
惨
な
状
況

を
作
り
出
し
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

西
山　

第
４
波
に
お
け
る
病
床

の
逼
迫
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
だ

っ
た
。
私
た
ち
一
般
診
療
所
の
開

業
医
に
も
、
保
健
所
か
ら
自
宅
療

養
を
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

に
対
す
る
往
診
依
頼
が
行
わ
れ

た
。
保
健
所
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

例
で
は
、
看
取
り
ま
で
含
め
て
対

応
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
も
あ

り
、
当
初
で
あ
れ
ば
確
実
に
入
院

が
で
き
た
重
症
患
者
も
自
宅
療
養

と
い
う
名
の
自
宅
待
機
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

川
西　

医
療
現
場
に
大
変
な
負

担
を
か
け
な
が
ら
、
県
知
事
の
発

言
や
対
応
は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ

た
。
当
初
は
国
が
決
め
た
医
療
従

事
者
へ
の
給
付
金
も
、「
何
も
し

て
い
な
い
の
に
、
な
ん
で
慰
労
金

を
出
す
の
か
」
な
ど
と
し
て
、
一

律
に
給
付
し
な
い
意
向
を
示
し

た
。
ま
た
、
感
染
拡
大
に
伴
う
医

療
現
場
の
混
乱
や
営
業
の
自
粛
要

請
に
応
じ
て
い
る
飲
食
店
の
苦
労

を
蔑
ろ
に
し
て
、「
フ
ェ
イ
ス
シ

ー
ル
ド
が
Ｏ
Ｋ
な
ら
ば
、
飛
沫
感

染
防
止
で
、
う
ち
わ
だ
と
か
扇
子

も
Ｏ
Ｋ
な
は
ず
」
と
、
飲
食
店
に

32
万
本
も
の
う
ち
わ
を
配
布
す
る

と
発
表
し
て
物
議
を
か
も
し
た
。

病
床
逼
迫
を
招
い
た

国
言
い
な
り
の
医
療
政
策

　

加
藤　

確
か
に
こ
の
間
の
兵
庫

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
極
め
て
不
十
分
だ
っ
た

が
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た

と
考
え
る
か
。

　

川
西　

そ
れ
は
、
医
療
費
抑
制

政
策
を
進
め
て
き
た
国
の
言
い
な

り
で
県
が
医
療
政
策
を
進
め
て
き

た
か
ら
だ
ろ
う
。
井
戸
敏
三
知
事

が
就
任
し
た
２
０
０
１
年
の
段
階

で
は
兵
庫
県
に
は
29
カ
所
の
保
健

所
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は

そ
れ
が
17
に
ま
で
減
ら
さ
れ
て
し

ま
っ
た
（
図
３
）。
こ
れ
で
は
十

分
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
入
院
調
整
な

ど
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
確
か
に

保
健
所
の
統
合
は
94
年
の
保
健
所

法
が
地
域
保
健
法
に
全
面
改
正
さ

れ
た
の
を
受
け
て
全
国
的
に
進
め

ら
れ
た
も
の
だ
が
、
都
道
府
県
に

よ
っ
て
は
、
国
の
方
針
を
そ
の
ま

ま
受
け
入
れ
ず
、
保
健
所
の
数
を

維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
和
歌
山
県
で
は
、
１

９
８
９
年
の
段
階
で
８
カ
所
だ
っ

た
保
健
所
は
今
で
も
同
数
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。

　

西
山　

国
言
い
な
り
の
医
療
費

政
策
と
い
え
ば
、
地
域
医
療
構
想

も
同
様
で
、
兵
庫
県
は
２
０
１
６

年
に
５
万
３
７
４
７
床
あ
っ
た
病

床
を
５
万
３
０
３
２
床
ま
で
削
減

し
て
し
ま
っ
た
（
図
４
）。
こ
の

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
も
、
２

０
１
４
年
に
成
立
し
た
医
療
介
護

総
合
確
保
推
進
法
で
都
道
府
県
に

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の

で
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
る
２
０
２
５
年
の

必
要
病
床
数
を
定
め
、
厚
労
省
は

人
口
の
減
少
に
あ
わ
せ
て
病
床
を

削
減
す
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

定
め
て
い
る
。
兵
庫
県
の
地
域
医

療
構
想
は
こ
れ
に
沿
っ
て
策
定
さ

れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
、
京
都
府

な
ど
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、
厚

労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
柔
軟
に

解
釈
し
、
一
律
に
病
床
を
削
減
し

な
い
地
域
医
療
構
想
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
兵
庫
県
で
も

県
が
主
体
性
を
発
揮
し
て
、
保
健

所
や
病
床
を
守
っ
て
い
れ
ば
、
余

裕
を
も
っ
た
コ
ロ
ナ
対
応
が
で
き

た
は
ず
だ
。

　

武
村　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
そ
う

し
た
医
療
政
策
の
誤
り
が
は
っ
き

り
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
路

線
を
転
換
す
る
気
が
県
に
は
全
く

な
い
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
保
健

所
に
つ
い
て
は
芦
屋
保
健
所
を
廃

止
し
、
そ
の
機
能
を
宝
塚
保
健
所

に
引
き
継
ぐ
と
言
っ
て
い
る
。
当

然
、
芦
屋
市
民
か
ら
不
安
と
反
対

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
し
、
機
能

を
引
き
継
げ
と
言
わ
れ
た
宝
塚
保

健
所
の
担
当
者
も
そ
ん
な
余
裕
は

な
い
と
言
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
そ

れ
は
当
然
だ
と
思
う
。
ま
た
、
病

床
の
削
減
に
つ
い
て
も
見
直
す
気

め
に
は
県
政
の
転
換
は
欠
か
せ
な

い
だ
ろ
う
。

削
ら
れ
続
け
て
き
た

福
祉
医
療
制
度

　

加
藤　

こ
こ
か
ら
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
以
外
の
医
療
政
策
に
つ
い

て
も
議
論
し
た
い
。
安
倍
・
菅
自

公
政
権
の
下
で
医
療
制
度
の
改
悪

が
行
わ
れ
て
き
た
。
先
の
国
会
で

は
私
た
ち
が
反
対
し
て
き
た
一
定

所
得
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に

す
る
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
て
し

ま
っ
た
（
６
面
に
抗
議
文
）。
自

治
体
の
役
割
は
、
地
方
自
治
法
に

あ
る
と
お
り
「
住
民
の
福
祉
の
増

進
」
の
は
ず
だ
。
本
来
な
ら
こ
う

し
た
国
の
政
策
に
き
っ
ぱ
り
と
反

対
す
る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
福

祉
医
療
制
度
で
こ
う
し
た
国
の
制

対
し
て
医
療
費
の
１
割
を
助
成
す

る
老
人
医
療
費
助
成
は
、
20
年
間

で
徐
々
に
所
得
制
限
が
厳
し
く
な

っ
た
。
２
０
０
０
年
に
は
全
高
齢

者
の
７
割
が
対
象
に
な
っ
て
い
た

が
、
２
０
１
５
年
に
は
対
象
が
５

％
ま
で
減
ら
さ
れ
て
し
ま
い
２
０

１
６
年
度
に
は
つ
い
に
制
度
を
廃

止
し
て
し
ま
っ
た
。
老
人
医
療
費

助
成
に
代
わ
っ
て
「
高
齢
期
移
行

者
医
療
費
助
成
」
が
導
入
さ
れ
た

も
の
の
、
対
象
者
は
さ
ら
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
利
用
で
き
る
の
は

わ
ず
か
２
・
４
％
だ
。
こ
れ
に
伴

い
２
０
０
１
年
度
に
は
約
74
億
円

だ
っ
た
予
算
は
２
０
２
０
年
度
に

は
約
１
億
８
千
万
円
と
40
分
の
１

に
激
減
し
て
い
る
。
同
様
に
母
子

家
庭
等
医
療
費
助
成
も
所
得
制
限

を
厳
し
く
す
る
と
と
も
に
、
自
己

負
担
を
増
や
し
、
２
０
０
４
年
度

に
は
約
15
億
円
あ
っ
た
予
算
は
２

０
２
０
年
度
に
は
約
４
億
円
に
、

対
象
者
も
11
万
人
か
ら
３
万
人
と

減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
県
民

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
頼
み
、
民
間

医
療
機
関
バ
ッ
シ
ン
グ

の
保
守
両
候
補

　

加
藤　

次
は
各
候
補
の
公
約
に

つ
い
て
評
価
し
て
も
ら
い
た
い
。

候
補
者
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
は
連

日
、
分
裂
し
た
自
民
が
そ
れ
ぞ
れ

推
し
て
い
る
候
補
の
一
騎
打
ち
だ

と
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

分
裂
は
政
策
的
な
違
い
や
政
治
的

立
場
の
違
い
が
招
い
た
も
の
で
は

な
く
、
保
守
勢
力
内
で
の
主
導
権

争
い
で
し
か
な
い
。
県
民
を
な
い

が
し
ろ
に
し
た
ひ
ど
い
話
だ
。
協

会
が
実
施
し
た
候
補
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
（
前
号
既
報
）
を
見
て

も
、
両
候
補
と
も
に
財
源
が
な
い

こ
と
を
強
調
す
る
な
ど
政
策
的
な

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

は
な
い
。
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

神
戸
市
の
済
生
会
兵

庫
県
病
院
と
三
田
市

民
病
院
は
統
合
に
向

け
た
議
論
を
進
め
て

い
る
。
こ
ち
ら
も
住

民
の
声
は
無
視
さ
れ

て
い
る
。
や
は
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
県
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た

図１　全国平均より少ない兵庫県の新型コロナ
患者用ベッド　　　　　　　　　
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35
4割以上の
保健所が
廃止された29カ所

17カ所

全国保健所長会「保健所数の推移（平成元年～令和3年）」より

図２　重症患者用ベッドも全国平均より少ない

図３　大幅に削減された保健所

度
改
悪
か
ら
県
民

を
守
る
こ
と
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。

　

川
西　

そ
の
と

お
り
だ
。
し
か

し
、
兵
庫
県
は
こ

の
間
、
福
祉
医
療

制
度
を
改
悪
し
、

予
算
の
削
減
を
進

め
て
き
た
（
図

５
）。
い
わ
ゆ
る

「
マ
ル
老
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
、
低

所
得
の
高
齢
者
に
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違
い
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
。

　

西
山　

ま
ず
井
戸
敏
三
知
事
の

も
と
で
副
知
事
を
務
め
て
い
た
金

澤
和
夫
候
補
だ
が
、
協
会
が
実
施

し
た
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
で
「
非
常
に
厳
し
い
病
床
逼
迫

の
状
況
が
続
い
て
い
た
が
…
持
ち

こ
た
え
た
」「
弾
力
的
な
入
院
・

療
養
体
制
の
構
築
に
よ
る
患
者
の

目
詰
ま
り
を
防
ぐ
た
め
の
転
院
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
に
も
取
り
組
ん

だ
」
な
ど
と
評
価
し
て
い
る
が
、

実
際
の
医
療
現
場
の
実
状
と
は
か

け
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
入
院
さ
せ
た
く
て
も
病
床

が
な
く
、
や
む
な
く
自
宅
待
機
を

さ
せ
ら
れ
た
患
者
さ
ん
や
、
一
般

の
病
院
や
高
齢
者
施
設
で
発
生
し

た
患
者
さ
ん
の
搬
送
を
断
ら
れ
な

す
す
べ
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

を
見
な
い
評
価
だ
と
思
う
。

会
が
行
っ
て
い
る
民
間
へ
の
責
任

転
嫁
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
と

て
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
考
え
方
だ
。

　

川
西　

協
会
が
推
薦
す
る
金
田

峰
生
候
補
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

実
効
性
を
挙
げ
る
た
め
に
県
民
や

飲
食
店
に
対
し
て
、
十
分
な
補
償

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
点

は
、
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

　

加
藤　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

も
各
候
補
の
見
解
は
分
か
れ
て
い

る
が
。

　

水
間　

金
澤
候
補
は
「
検
査
数

を
拡
大
す
る
」
と
し
な
が
ら
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
拡
大
に
よ
り
、
…

検
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
…
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
述
べ

て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め

ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
縮
小
す
る
と
い

う
方
針
の
よ
う
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
も
絶
対
で
は

な
い
の
に
、
こ
う
し
た
態
度
を
と

っ
て
い
る
の
は
と
て
も
科
学
的
と

は
言
え
ず
問
題
だ
。

　

西
山　

齋
藤
候
補
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
…
感

染
拡
大
防
止
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
」
と
し
な
が
ら
も
「
財
政
負
担

が
大
き
い
」
と
し
て
い
る
。
財
源

が
な
い
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
進
ま

な
く
て
も
し
ょ
う
が
な
い
と
も
と

れ
る
よ
う
な
意
見
を
持
つ
候
補
を

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

坂
口　

そ
の
他
の
医
療
政
策
に

つ
い
て
も
齋
藤
候
補
は
私
た
ち
が

求
め
る
福
祉
医
療
制
度
の
充
実
、

歯
科
矯
正
治
療
に
対
す
る
補
助
の

創
設
な
ど
に
対
し
て
「
財
政
状
況

が
非
常
に
悪
い
兵
庫
県
と
し
て
ど

の
範
囲
ま
で
充
実
で
き
る
か
」

「
財
源
確
保
と
の
関
係
で
ど
の
程

度
支
援
で
き
る
か
」
な
ど
と
財
源

を
理
由
に
実
施
が
困
難
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
優
先
順
位
を
考
慮
し

た
財
源
確
保
が
必
要
だ
と
思
う
。

大
企
業
優
先
の
予
算
配
分

見
直
し
で
財
源
確
保
を

　

加
藤　

で
は
、
財
源
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

　

西
山　

確
か
に
、
外
郭
団
体
も

含
め
た
借
入
金
残
高
の
指
標
で
あ

る
「
将
来
負
担
比
率
」
が
全
国
ワ

ー
ス
ト
で
あ
る
な
ど
、
兵
庫
県
の

財
政
状
況
は
厳
し
い
。
し
か
し
、

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
兵
庫
県
は
財

政
難
の
原
因
を
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
予
算
を
費
や
し

て
き
た
か
ら
だ
と
説
明
し
て
き

た
。
し
か
し
、
多
く
の
被
災
者
の

実
感
か
ら
は
、
財
政
が
傾
く
ほ
ど

の
支
援
を
県
か
ら
得
て
き
た
と
は

と
て
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
で
、
県
が
掲
げ
た

「
創
造
的
復
興
」
は
高
速
道
路
や

国
道
の
整
備
、
関
西
国
際
空
港
の

２
期
工
事
な
ど
、
県
民
の
暮
ら
し

と
は
直
接
関
係
が
な
い
ハ
コ
モ
ノ

等
に
費
や
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

武
村　

県
民
の
暮
ら
し
を
犠
牲

に
し
、
大
型
公
共
事
業
等
を
通
じ

て
大
企
業
に
還
元
す
る
県
の
姿
勢

は
い
ま
だ
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

30
年
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る
播

磨
臨
海
地
域
道
路
は
、
今
後
さ
ら

に
20
年
の
歳
月
と
５
９
０
０
億
円

の
費
用
を
か
け
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
し
、
バ
ブ
ル
期

に
取
得
し
「
塩
漬
け
」
に
な
っ
て

い
る
土
地
の
民
間
企
業
へ
の
格
安

で
の
払
い
下
げ
も
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
を
見
直
せ
ば
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

　

水
間　

金
田
候
補
も
同
様
の
考

え
だ
。「
県
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
行
革
は
、
福
祉
を
削
り
、
無

駄
な
大
型
公
共
事
業
は
借
金
ま
で

し
て
進
め
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
…
こ
の
間
違
っ
た
や
り
方
を

抜
本
転
換
（
し
ま
す
）」
と
い
う

公
約
を
掲
げ
て
い
る
。

　

川
西　

金
澤
候
補
は
井
戸
県
政

の
後
継
を
自
任
す
る
だ
け
あ
っ

て
、
相
変
わ
ら
ず
「
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
」「
空
港
・
港
湾

の
整
備
・
活
用
」
を
進
め
る
と
し

て
い
る
。
一
方
で
「
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
は
重
点
的
に
取
り
組
む
『
選

択
と
集
中
』
を
基
本
に
改
革
を
進

め
ま
す
」
と
福
祉
医
療
制
度
の
切

り
捨
て
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

坂
口　

そ
の
点
は
、
齋
藤
候
補

も
同
様
だ
。
齋
藤
候
補
は
「
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
強
力
に

進
め
ま
す
」
と
し
つ
つ
「
コ
ロ
ナ

禍
に
伴
っ
て
財
政
支
出
の
拡
大
と

大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
る
」

「
行
財
政
改
革
を
断
行
し
ま
す
」

と
公
約
し
て
い
る
。

医
療
切
り
捨
て
、
大
企
業

奉
仕
の
県
政
転
換
を

　

武
村　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療

や
福
祉
と
い
っ
た
公
共
財
の
整
備

を
軽
視
し
、
大
企
業
の
利
益
を
優

先
す
る
と
い
う
新
自
由
主
義
的
政

策
の
誤
り
が
世
界
中
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
誤
り
を
正

し
、
社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め

る
こ
と
が
世
界
共
有
の
認
識
と
な

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
金
澤
候
補
も
齋
藤
候
補
も
と

も
に
従
来
の
自
民
党
や
維
新
の
会

が
進
め
て
き
た
新
自
由
主
義
的
・

保
守
的
政
策
を
そ
の
ま
ま
受
け
継

ぐ
も
の
で
、
期
待
で
き
な
い
。

　

西
山　

東
京
都
議
選
挙
で
は
、

過
去
２
番
目
に
低
い
投
票
率
と
な

っ
た
。
兵
庫
県
知
事
選
挙
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
県
の
医
療
政
策
の
誤
り
を
正
す

絶
好
の
機
会
だ
。
医
療
や
公
衆
衛

生
を
担
う
医
師
・
歯
科
医
師
と
し

て
、
ぜ
ひ
誘
い
合
わ
せ
て
投
票
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

武
村　

そ
の
点
で

は
、
大
阪
府
で
財
政

課
長
を
務
め
て
い
た

齋
藤
元
彦
候
補
は

「
私
立
病
院
や
各
地

医
師
会
の
さ
ら
な
る

協
力
が
得
ら
れ
れ
ば

一
層
の
進
展
が
望
め

る
」
と
し
て
お
り
、

「
民
間
病
院
や
開
業

医
が
協
力
的
で
な

い
」
と
い
う
維
新
の
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歯
科
部
会
は
５
月
30
日
、
協
会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
歯

周
再
生
療
法
を
成
功
さ
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
を
開

催
。
尾
野
誠
先
生
（
京
都
市
・
四
条
烏
丸
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を
講

師
に
、
89
人
（
来
場
30
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
59
人
）
が
参
加
し
た
。
青
山

正
幸
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

私
は
20
年
以
上
前
の
１
９
９
５

年
に
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
ペ
リ
オ
コ
ー

ス
を
受
講
し
た
経
験
が
あ
り
、
そ

の
時
に
演
者
の
恩
師
で
も
あ
る
宮

本
泰
和
先
生
や
小
野
善
弘
先
生
の

講
義
を
受
け
た
こ
と
は
、
開
業
し

て
日
も
浅
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は

と
て
も
衝
撃
的
な
経
験
で
し
た
。

私
も
年
を
取
り
、
歯
周
病
に
対
し

て
外
科
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
以
前

ほ
ど
は
し
な
く
な
っ
た
も
の
の
、

現
在
の
歯
周
再
生
療
法
の
動
向
に

処
置
は
、
歯
周
組
織
の
長
期
安
定

性
や
治
療
の
予
知
性
を
獲
得
す
る

に
は
非
常
に
有
効
な
手
法
で
あ
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
審
美
性
な

ど
の
点
で
多
少
の
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
Ｇ
Ｔ
Ｒ
や
エ
ム
ド
ゲ

イ
ン
の
臨
床
応
用
に
よ
っ
て
、
歯

周
外
科
治
療
は
切
除
療
法
か
ら
再

生
療
法
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
ま

し
た
。
近
年
で
は
リ
グ
ロ
ス
が
登

場
し
保
険
診
療
に
収
載
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
も
う
一
段
進
歩
し
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
講
演
で
は
エ
ム

ド
ゲ
イ
ン
と
リ
グ
ロ
ス
の
比
較
や

個
々
の
術
式
に
つ
い
て
も
非
常
に

く
わ
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
臨
床
に
と
て
も
役
立
ち
ま

す
。

　

演
者
は
『
歯
周
再
生
療
法
を
成

功
さ
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
』
と
い
う
本
を
ク
イ
ン
テ

ッ
セ
ン
ス
か
ら
昨
年
に
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
非
常

に
き
れ
い
な
写
真
と
と
も
に
す
ば

ら
し
い
症
例
が
収
載
さ
れ
て
お
り

講
演
内
容
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

尾
野
先
生
は
現
在
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｓ

の
ペ
リ
オ
コ
ー
ス
の
講
師
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

【
明
石
市
・
歯
科　
青
山　

正
幸
】

は
興
味
が
あ

り
、
受
講
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ペ
リ
オ
コ
ー

ス
受
講
時
は
、

モ
デ
ィ
フ
ァ
イ

ド
ウ
ィ
ッ
ド
マ

ン
フ
ラ
ッ
プ
や

歯
肉
弁
根
尖
側

移
動
術
、
遊
離

歯
肉
移
植
術
を

勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の

感 想 文

最
新
の
歯
周
治
療

歯
周
再
生
療
法
を
学
ぶ

最新の歯周再生療法について学習

抗議声明
 2021年６月12日
 第1134回理事会

病床削減を推進する医療法改定に強く抗議する病床削減を推進する医療法改定に強く抗議する
　政府は病床削減を推進する医療法の改定案を５月21日に、成立させ
た。
　改定医療法では、勤務医の時間外労働を一般労働者360時間の2.5倍
の960時間、場合によってはその倍の1860時間まで合法化している。
最大1860時間という医師の残業時間は、月平均150時間を超える時間
外労働であり、過労死ラインと言われる月平均80時間の倍ほどの時間
外労働になる。今回の法改定は、これまでの医師の過剰労働に法的な
お墨付きを与え、長時間労働で追い詰められている医師の命と健康を
脅かすものである。
　また同法では、これまでの病床削減などの医療提供体制の縮小方針
が維持された。さらに新たに地域医療計画にもとづく病院統廃合事業
へは消費税財源を投入することも定められ、今年度は195億円が計上
されている。削減病床１床あたり約200万円の補助金を交付すること
から、１年間で１万床規模の削減を計画していることが推察される。
補助金を明示することで、厚生労働省が強力に病床削減方針を推し進
めようとする姿勢が浮き彫りとなっている。
　しかし、昨今の新型コロナ禍で明らかになったことは、日本の医療
体制が、重症化した感染患者すら入院できず、現場で誰を入院させる
かという命の選別をも迫られるほど脆弱であることである。この問題
の原因は、医師・看護師などの医療従事者の絶対数不足と、新興感染
症のパンデミック時に必要となる病床数の絶対数不足にあることは明
らかである。政府の地域医療構想では新興感染症のパンデミックは考
慮されていない。現在の構想を見直し、コロナ禍にも対応できるよう
な必要病床数を再検証すべきである。また病床削減への補助金は廃止
し、予算をコロナ禍に苦しむ医療機関・慰労従事者に回すべきであ
る。
　協会は、国民の命と健康を守る医師・歯科医師の団体として、医療
提供体制を危機にさらすこの法改定に強く抗議するとともに、医師・
看護師数と病床数の拡充を強く求めるものである。

抗議声明
 2021年６月12日
 第1134回理事会

75歳以上の窓口負担を２倍化する75歳以上の窓口負担を２倍化する
高齢者医療確保法の改定に強く抗議する高齢者医療確保法の改定に強く抗議する

　政府は高齢者医療確保法等医療制度改定一括法案を６月４日に成立させた。
　法案では、一定の所得がある75歳以上の医療費窓口負担を１割から２割に引き上げ
るとしており、その対象は370万人に上る。菅首相は負担増の理由として、「現役世代
との不公平の是正」「若年の保険料負担の軽減」をあげているが、高齢者は現役世代
に比べて抱える疾患が多く、窓口負担割合が低くても、負担額は現役世代を大きく上
回っている。また政府は「若年者の保険料負担」ばかり強調するが、保険料は事業主
と折半であり、負担軽減は月わずか30円にとどまる。事実に基づかずに世代間の対立
をあおり、負担増を合理化するのは、極めて姑息な政治手法である。若年層の負担を
軽減するのであれば、まずは大企業を中心に、事業主負担割合の引き上げや若年層の
賃金引き上げによる保険料収入の増加、国庫負担割合の引き上げこそ実行するべきで
あろう。
　政府の法改定の真の狙いは、２割負担導入による高齢者の受診抑制による医療費の
削減にある。このことは、２割負担によって医療給付費を年間1050億円抑制できる
と、法改定にあたり政府が試算していることからも明らかである。そもそも医療サー
ビスとは、憲法25条に定められた生存権を保障するために必要な社会保障の根幹をな
すものである。財源がないことを口実に医療費を抑制するのではなく、国民に必要十
分な医療を提供するために必要となる財源を確保することこそ政治の努めである。医
療費の財源が不足すると言うのであれば、まずは後期高齢者医療制度への国庫負担割
合を引き上げるとともに、大企業や富裕層への行き過ぎた減税政策をやめて、財源を
確保すべきである。
　法施行は2022年10月から23年３月の間で、今後政令で定めるとされており、さらに
外来における医療費窓口負担は導入から３年間、１カ月の負担増を３千円以内に抑え
る激変緩和措置を設けるとしている。
　この法案には、反対を訴える署名が全国で100万筆以上、協会だけでも３万筆以上
集まっており、反対の民意は明らかである。協会は、国民の命と健康を守る医師・歯
科医師の団体として、国民の受診抑制を促進するこの法改定に強く抗議するととも
に、多くの国民とともに引き続き粘り強く反対し、法施行を食い止めるために全力を
尽くすものである。

　協会は第1134回理事会で、さらなる病床削減を推進する医療法の改定と、75歳以上の窓口負担を２割化とする高齢者
医療確保法等の改定に抗議する声明をそれぞれ採択し、関係機関に送付した。両方の抗議声明を掲載する。

歯
科
定
例
研
究
会

ホイホイ漫画⑰
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

員員

稿稿

会

投

最強のサービス

大樹・富国・明治安田生命の個人保険にご加入の先生方は、協会の自動引

落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

大樹生命、富国生命、明治安田生命の 　
個人保険にご加入の皆様へ
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医　科
歯　科

病　院 診療所

集団指導※３

新規指定 0 160 65
指定更新 80 920 679
新規登録 430 30

集団的個別指導※３ 25 325 240
新規個別指導 1 114 70

個別指導

情報提供 1 9 9
再 指 導 1 15 17
高 点 数 0 0 0
そ の 他 0 1 0
合　　計 2 25 26

施設基準調査※４ 347

表　2021（令和３）年度指導等実施予定件数

2021年度個別指導等実施予定

高点数理由の指導は見送り
　協会が行った近畿厚生局への行政文書開示請求により、2021（令和３）年度
の指導等実施予定件数が明らかになった（表）。
　今年度に予定されている個別指導は、医科病院が２件（昨年度０件）、医科
診療所が25件（同31件）、歯科が26件（同29件）。そのうち、医科診療所・歯科
とも「再指導」によるものが、医科診療所（15件）、歯科（17件）とも選定理
由の中で最多となっている。「高点数」（※１）によるものは、医科病院、医科診
療所、歯科とも０件（昨年度は病院０件、医科診療所９件、歯科２件）となっ
た。
　高点数医療機関を対象とした集団的個別指導（※２）では、病院25件、医科診
療所325件、歯科240件が対象となっているが、例年と異なり今年は８月に対象
医療機関へ資料を送付するのみとなっており、実質的に実施は見送られた。ま
た、2022（令和４）年度も引き続き高点数であった保険医療機関に対しても、
2023（令和５）年度における高点数を理由とする個別指導は実施しないとされ
ている。

高点数理由の指導、引き続き廃止求める
　高点数を理由とした個別指導及び集団的個別指導は見送られたが、協会はコ
ロナ禍以前より、高点数のみを理由とした個別指導や集団的個別指導は廃止す
るよう、厚生労働省や近畿厚生局に要請してきた。今回の見送りを一過性のも
のにせず、来年度以降は正式に廃止すべきである。

◆９月から磁性アタッチメントを用いた義歯が保険適用◆

歯科保険請求
126

◆歯科点数表（９月１日に下記留意
事項通知が追加される）
M010　金属歯冠修復
（15）歯内療法により根の保存可能
なものに適切な保存処置の上、有床
義歯（区分番号M030に掲げられる
有床義歯内面適合法の「２　軟質材
料を用いる場合」で義歯床用軟質裏
装材を使用して間接法により床裏装
を行った場合は除く）に磁性アタッ
チメントを使用することを目的と
し、キーパーを装着した金属歯冠修
復で根面を被覆した場合は、１歯に
つき、区分番号M005に掲げる装着
の「１　歯冠修復」および「注２　
内面処理加算２」ならびに区分番号
M010に掲げる金属歯冠修復の「１
のイ　単純なもの」を準用して算定
する。また、保険医療材料料は、区
分番号M005に掲げる装着の「１　
歯冠修復」および区分番号M010に
掲げる金属歯冠修復の「１のロ　複
雑なもの」に準じて算定するととも
に、キーパーの材料料を算定する。
　この場合において、歯冠形成は区
分番号M001に掲げる歯冠形成の
「３のイ　単純なもの」を算定し、
装着は区分番号M005に掲げる装着
の「１　歯冠修復」を算定する。な
お、実施に当たっては、関連学会の
定める基本的な考え方を参考とす
る。
　また、キーパーを使用した場合
は、製品に付属している使用した材
料の名称およびロット番号等を記載
した文書（シール等）を保存して管
理すること（診療録に貼付する等）。

M029　有床義歯修理
（８）有床義歯（区分番号M030に
掲げられる有床義歯内面適合法の
「２　軟質材料を用いる場合」で義
歯床用軟質裏装材を使用して間接法
により床裏装を行った場合は除く）
に磁性アタッチメントを使用するこ
とを目的とし、根面を被覆するキー
パーを装着した金属歯冠修復と密接
するように、磁石構造体を装着した
場合は、 １個につき、 区分番号
M029に掲げられる有床義歯修理を
準用して算定する。なお、実施に当
たっては、関連学会の定める基本的
な考え方を参考とする。また、磁石
構造体を使用した場合は、製品に付
属している使用した材料の名称およ
びロット番号等を記載した文書（シ
ール等）を保存して管理すること
（診療録に貼付する等）。なお、義
歯の破損、増歯等に対する有床義歯
修理と同時に有床義歯に磁石構造体
を装着した場合の有床義歯修理は、
所定点数により別途算定する。

◇特定保険医療材料の留意事項
069　磁性アタッチメント
（１）有床義歯および根面板（金属
歯冠修復で根面を被覆するものをい
う）に用いた場合に限り算定でき
る。
（２）磁石構造体またはキーパーを
使用した場合は、製品に付属してい
る使用した材料の名称およびロット
番号等を記載した文書（シール等）
を保存して管理すること（診療録に
貼付する等）。

http://www.hhk.jp
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　 支 部 の 催 物 案 内 　　 支 部 の 催 物 案 内 　

「職員の定着、やる気を引き出す労務管理のポイント」
日　時　７月31日（土）18時30分～20時
会　場　アスピア明石北館８階学習室803（明石駅から徒歩３分）
講　師　桂好志郎　社会保険労務士　　会場定員　20人

■明石支部■雇用管理対策研究会

※県内どの地域からでもZoom視聴可能です
Zoom視聴希望者は、右のアドレスもしくはQRコードよりお申し込み
ください。お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

https://bit.
ly/2Ukdxs5

　６月23日の中医協総会で、９月収載予定の医療機器の保険適用について審
議され、歯科では９月１日から、有床義歯の磁性アタッチメントが、企業が
申請するC２区分で保険収載されることが承認された。現在の対象製品は
「フィジオマグネット」（株）ケディカのみとなっている。保険償還価格
は、有床義歯に付ける「磁石構造体」7,770円と、支台歯の根面板につける
「キーパー」2,330円。

※１　 集団的個別指導を受けた医療機関のうち、翌年度の実績においてもなお
高点数医療機関に該当するもの（上位４％）が選定対象

※２　 レセプト１件あたりの診療科別平均点数の1.2倍（医科病院は1.1倍）を
超え、かつ上位８％が対象。レセプト枚数30枚以下の医療機関や、前年
度および前々年度に集団的個別指導か個別指導を受けた医療機関は、対
象から除外される。近畿厚生局兵庫事務所は、各医療機関から自院の平
均点数について照会があれば回答するとしている（☎078－325－8925）。

※３　資料送付のみ
※４　実地での調査は中止し、病院には自己点検のみ

指導の通知が来たら協会へ相談を
　協会では、会員からの個別指導・適時調査の個別の相談に応じている。実施
通知が届いたら、ぜひご連絡いただきたい（医科：☎078－393－1840／歯科：
☎078－393－1809）。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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札幌医科大学　総合診療医学講座　　佐藤　健太先生講演

誤嚥性肺炎を深く正しく診る
総合内科×リハ医学の視点から（下）

（前号からのつづき）

嚥下障害も対症療法だけでなく
原因診断をしよう
　ショックや不明熱の診療では、対
症療法としての昇圧薬や解熱薬を漫
然と投与するだけでは不十分で「原
因」を診断して根治させることが重
要なのは言うまでもない。嚥下障害
も当然「原因」の診断が重要だが、
対症療法的にST丸投げや安易な絶
食になりがちなことが多いと感じて
いる。
　その背景は、私の研修医時代にも
当てはまるが「嚥下障害を重要な病
態として捉えるべき」という認識が
ないことと、「嚥下障害の原因を分
析する診断ノウハウの欠如」という
学習で改善可能な問題があると考え
ている。そこで私は、リハビリ専門
医レベルの詳細な嚥下評価法ではな
く、専門性に関わらず誰でも、医師
以外の職種でもできそうな嚥下診断
についての啓発活動をすることが重
要と考えるようになり、今回の講演
でも基本を中心にお伝えした。
　どのような症候の診断でも、まず
は「Commonな原因」をざっくり押
さえておくことが重要なのは言うま
でもない。各種の統計をみると、嚥
下障害の原因として多いのは、廃用
症候群（肺炎などの急性感染症や骨
折などの運動器疾患によるものな
ど）、次に多いのは脳卒中（しかし
これは見逃されることは少なく、入
院中に基本的な嚥下評価がされてい
ることが多い）、そして最後に神経
変性疾患（パーキンソン症候群や
ALSなど）である。神経変性疾患に
苦手意識を持つ医師は多いかもしれ
ないが、廃用であればリハビリで改
善できるので少しはとっつきやすい
のではないだろうか。
　よりくわしく解剖学的に原因同定
するためには、嚥下の５期モデル３）

を意識して大まかに障害部位を探る
のが効率的である。とくに先行期の
意識障害・せん妄は頻度が高いた
め、的確な診断と原因除去が必須で
ある（向精神病薬や睡眠薬による薬
剤性先行期障害は非常に多く、かつ
気づくことさえできればTreatableな
ため常に注意したい）。
　準備期の咀嚼機能や口腔環境につ
いては歯科医師や歯科衛生士にうま
くつなげることさえできれば多くの
問題が解決に近づくだろう。そのた
めには「肺炎をみるときには咽頭だ
けでなく歯と歯肉も見る」ことを習
慣づけ、「準備期に問題がある」こ
とに気づけるようになることが最初
の一歩となるだろう。その他、口腔
期や咽頭期、食道期の介入も同じく
重要だが、「一般内科医が手軽に始
められ、効果も大きいのは先行期と
準備期」と的を絞っておくと、一歩
踏み出すためのハードルがまた一段
下がると思われる。
　解剖学的軸に加えて、病態生理学
的軸も評価できるとより精密な診断
となり、介入方法も具体化しやすく

なる。病態生理学的には非常に簡略
化すると、神経障害（脳卒中や神経
変性疾患など）と筋障害（いわゆる
サルコペニア４））に分けられる（図
５）。
　サルコペニアの原因としては、加
齢や神経筋疾患を改善させることは
難しいが、低栄養・廃用・慢性炎症
による悪液質などは意識すれば改善
可能なので、意識的に診断して治療
につなげられるようにしたい。

嚥下障害が高度でも
全例で間接訓練はしよう
　嚥下障害の原因が同定できた場合
は原因治療しつつ、原因が絞りきれ
ない、もしくは改善不可能な場合で
も、対症療法としての嚥下訓練を同
時に進めるべきである。嚥下訓練を
しなければ、嚥下関連筋の廃用性サ
ルコペニアが進行し、状況は刻一刻
と悪化していくからである。ただ、
嚥下障害があると判断した患者にす
ぐに食物を食べさせることは、医師
も患者本人も不安だろうし、実際に
誤嚥によって状況が悪化するリスク
もある。
　リハ医学では、嚥下訓練を直接訓
練と間接訓練に分ける。「実際に食
物を食べさせて鍛える」ことを直接
訓練、「食べ物を使わずに嚥下関連
筋や神経を刺激する」ことを間接訓
練と呼ぶ。当然、間接訓練は食べ物
を使わないため誤嚥のリスクは非常
に低く、絶食のみで間接訓練をしな
ければ廃用性に悪化してしまうので
「間接訓練は全例ですぐにでも実施
すべき」と考えて差し支えないだろ
う。間接訓練の方法としてはシャキ
ア法、開口訓練やアイスマッサージ
などもあり、関心を持たれた方はぜ
ひ参考資料等で追加学習をしていた
だきたい５）。施設入居者や介護家族
が同居している患者では、簡単かつ

効果的な方法として歌会や会話など
の声を出すアクティビティや、それ
も難しい患者でもベッドで寝かせき
りにせず車椅子で座位保持訓練をす
るように指示をするだけで間接嚥下
訓練になる（図６）。

慎重な経口摂取、食形態、
味・見た目・食感で
QOLも追求しよう
　次に、栄養療法によって低栄養性
のサルコペニアも改善させたいとこ
ろである。急性期疾患を対象にした
NST関連の資料を見ると、消化管機
能や栄養療法の期間を考慮して経腸
栄養や経静脈栄養などを選択するこ
とになる（図７）。しかし、認知症
終末期に近い患者では経腸・経静脈
での予後延長は期待できず、かえっ
て合併症が増えるため「慎重な経口
摂取」の一択と考えて良いため、問
題はむしろシンプルになる（経口摂
取を支える家族や介護職の負担は当
然考慮すべきであるが）。経口摂取
を行う際の必要栄養量の計算、食形
態の選択などは参考図書６－７）で十
分に学べるので詳述は避けるが、栄
養学的なベストにこだわるだけでな
く、味わい、見た目、匂い、食感な
どにも工夫をすることで「味気ない
食事で残りわずかの余生を過ごさせ
る」ことがないように配慮したい。
　本講演では「アレンジ・ド・ラコ
ール」として、処方可能な経口補助
栄養剤（かなり甘く苦手な高齢者も
多い）にチョコレートやカレー、コ
ーヒー、抹茶やヨーグルト等を混ぜ
ることで味わいや色合いの変化が楽
しめる工夫を紹介した。このような
工夫は医師向けの医学書より、患者
家族の闘病記やブログなどのほうが
幅広く多彩な工夫を学び取れるので
情報収集先の候補の一つとして一考
の価値がある。

さらに幅広く深く
勉強してほしい
　今回の講演では、入門編として誤
嚥性肺炎の基本中の基本に絞って紹
介した。今まで漠然と流していた、
もしくは苦手意識を感じて避けてい
た「誤嚥性肺炎で苦しむ患者」の診
療に、少しでも関心をもって「明日
からちょっと頑張ってみようかな」
と意識変容が起これば大成功であ
る。
　一方で、誤嚥性肺炎の診療は、今
回扱った話の範囲を大きく超えて非
常に幅広く奥が深いのも事実であ
る。内科診断学やリハ医学のほか、
老年医学や栄養学、非がん終末期ケ
アや臨床倫理、多職種協働や病診連
携など多彩な要素が関わる。今回与
えられた紙面でその全体を解説する
ことは困難だが、もし関心を持って
いただくことができたなら、参考図
書７－８）などで理解を深めていただ
き、今担当している患者の診療に少
しずつでも生かしていただきたいと
考えている。
（６月12日、診療内容向上研究会よ
り）
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図５　嚥下障害の病態生理分類 図７　栄養投与ルート選択の一般論と重度認知症患者の場合

図６　間接訓練　座位保持訓練

神経障害 リハ栄養介入

しゃべる、飲み込む

経腸・経静脈栄養

侵襲性　　　→治療
悪液質　　　→治療・運動
神経筋疾患　→進行抑制
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（絶食、病前生活）
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（侵襲、悪液質、神経筋疾患）

間接嚥下訓練
　座位のほうが臥位よりも咳をしやすい
　横隔膜が下がり肺活量が増える
　口頭挙上筋を含む頸部筋群が鍛えられる

身体の筋トレ
　移乗のたびに立位の訓練になる
　上肢や下肢の運動がしやすい

認知刺激
　病室から離れて気分転換になる
　視界が天井だけではなくなる
注： 頭を支えられないときはヘッドレスト付きまたはリクライニング車椅子

足底接地により座位が安定する。嚥下にも好都合
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嚥下障害：MWST→S-SPT

重度認知症
・経静脈と経腸と「注意深い経口摂取」で生存期間は同等
・経腸で誤嚥性肺炎が多い
食べられなくなった認知症患者との向きあい方 
https://www.amc1.jp/departments/diagnosis/naika/jhn/cq_151116.pdf
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